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【6.6.2.14】米国における商標を対象にした侵害防止調査                                 

 

 

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

米国における連邦登録商標は、米国での直接出願によるものと、国際登録出願によるものがある。これ

らは、米国特許商標庁（以下、USPTO）が提供するデータベースの Trademark Electronic 

Search System (以下、TESS)と欧州連合知的財産庁（以下、EUIPO）が提供する TMview、

世界知的所有権機関（以下、WIPO）が提供する Global Brand Database にて調査をすることが

できる。ここでは、類似商標を機械的に検索できる機能（Fuzzy search）があるTMviewを利用した

事例を紹介する。Global Brand Database および TESS には、入力する文字列と同一の商標、ある

いはその文字列を含む商標を検索する機能しかなく、称呼が類似する商標を機械的に検索できる機能

はない。 

なお、米国における商標保護は、連邦登録商標の他、州レベルの登録やコモン・ローによるものがあるが、

本書では連邦登録商標の調査のみ扱う。 

 

2）検索事例                                                                       

TMview の検索画面は下記URL から接続することができる。 

https://www.tmdn.org/tmview/welcome 

 

 

 

 

自社商品を米国で販売したい。 

自社商品に使用を予定している商標が商標権侵害で訴え

られることは避けたいが、事前の調査はどうしたら良いだろう

か。 

Q 

対象国、番号、名義、分類など様々な検索

項目の組み合わせ検索が可能なので、基本

的にはこちらを使う 

https://www.tmdn.org/tmview/welcome
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◆調査対象 

調査対象例として下記の製品名、製品および販売予定地域を設定した。 

 

 

 

◆予備検索・準備編 

商標調査を行う前にあらかじめ、該当する国際分類（ニース分類）の特定を行う。 

 

商標分類の特定 

例えば、独立行政法人工業所有権情報・研修館が提供する「特許情報プラットフォーム J-PlatPat」

を利用して、国際分類（ニース分類）を特定することができる。 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage 

 

 

商標のタブの中にある「６．商標・役務名検索」を選択し、商品・役務名の入力欄に【ドローン】と入力

し検索する。 

 

  

販売予定製品名： SPYDER 

販売予定製品： ドローン 

販売予定国： 米国 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage
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ドローンは区分 12、28（国際分類（ニース分類）12 類、28 類）であることがわかった。国際分類

（ニース分類）12類は「乗物；陸上、空中又は水上の移動用の装置」が属する分類であり、28類は

「ゲーム用具及びおもちゃ；テレビゲーム機；体操用具及び運動用具；クリスマスツリー用装飾品」が属

する分類である。 

国際分類（ニース分類）の定義の詳細については日本国特許庁の以下の資料より参照できる。 

http://www.jpo.go.jp/shiryou/kijun/kijun2/pdf/kokusai_bunrui_10-2016/all.pdf 

 

◆実践編 

検索対象の国際分類（ニース分類）を特定することができたので、実際に米国を対象とした商標検索

を行う。 

前述のTMviewにアクセスし、トップ画面の「Advanced Search」をクリックすると高度な検索画面が表

示される。 

 

 

＜検索項目の解説＞ 

  項目名 選択・指定できる項目 

① Designated territories 指定国・地域 

② Trade mark offices 受理官庁 

１

２

３

４

５

６

７

８

http://www.jpo.go.jp/shiryou/kijun/kijun2/pdf/kokusai_bunrui_10-2016/all.pdf
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③ Trade mark name 商標 

④ Application/registration number 出願/登録 番号 

⑤ Trade mark type 商標のタイプ（３Ｄ、色、色の組み合わせなど） 

⑥ Trade mark status 権利状況 

⑦ Applicant name 出願人名 

⑧ Nice class 国際分類（ニース分類） 

 

調査事例 ＜侵害防止調査＞ 

① 指定国において米国(US)を選択する。 

② 受理官庁において米国(US)およびこれを指定国とする国際登録(WO)を選択する。 

 

 

③ 商標名において【SPYDER】を入力。類似商標を併せて検索する為に、FUZZY search を利用す

る。今回は「80％」にして検索を行う。FUZZY（曖昧度）は90％から10％まで9段階で設定可能だ

が、低すぎるとノイズが増える点に留意されたい。

 

 

⑥の権利状況において、登録(Registered)および出願中(Filed)に限定する。 

 

 

⑧国際分類（ニース分類）において【12,28】を入力する。 

 

 

１

２

３

６

８
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画面右上の ボタンをクリックすると、入力した検索条件の検索結果が一覧形式で表示される。 

 

同一文字商標「SPYDER」や類似すると思われる商標が 88件抽出された。 

 

「Trade mark name(商標名)」や「Application number/Registration number(出願番号／

登録番号)」をクリックすると各商標の詳細が確認できる。この事例の場合、以下の商標を発見した。 
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指定商品および役務（List of goods and services）は 9類、12 類、28 類であり、指定商品は

以下であることが確認できる。 
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指定商品にドローン（drones）とは記載されていないが、「aircraft and remote controlled 

aircraft in the nature of unmanned aerial vehicles」や「remote controlled toy aircraft」

とあり、ドローンに属すると思われる記載があることが確認できる。 

 

上記例は同一商標ではないが、一般的に商標が同一または類似しており、かつ指定商品・役務が同一

もしくは類似している場合には、使用するリスクの検討、使用を予定する商標の変更、使用許諾や同

意・買取交渉、不使用取消の対応などを検討することになる。国によって独自の制度があったり考え方や

基準が異なることもあるため、最終的なリスク判断や予測される対応策などについては、専門家にアドバイ

スを求めることが多い。 

 

◆まとめ 

TMview を使って国際分類（ニース分類）および出願予定の商標名にて検索することで、類似する商

標を把握することができ、他者の商標権を侵害するか否かの判断材料とすることができる。 

 

 

 

 

 

 

米国連邦登録商標および米国を指定する国際商標は TMview、Global 

Brand Database および TESS のいずれを利用しても調査することはできる

が、TMview を使えば類似商標も機械的に検索できるため、効率的に調査す

ることができる。 

Point 


